
教育目標「 知識を磨き 命を大切にし 規則を守る 東中生 」 

園田東中学校だより １２月号 

～  夢 一 途  ～  

 

誰もが行きたくなる学校づくり 

品格教育 １２月 月間目標 

      

「 誠 実 」 

 

 

「 誠実 」とは、私利
し り

私欲
し よ く

を交えず、真心をもって人や物

事とまっすぐに向き合える人のこと。決して偽らない。 

 

 

〇自分、自分にならない。人の為に動こう。 

〇自分を守り、相手を傷つける嘘はつかない。 

〇相手の話に耳を傾け、目を見て話しをしよう。 

〇“時”を守り、“場”を清め、“礼”を正そう 

 

人権週間 12 月 4 日～10 日を通じて、もう一度「命の大切さに

ついて」考えよう。 

警察庁が毎年行う、「命の大切さを学ぶ教室」全国作文コンクールに

おいて、令和元年度【国務大臣・国家公安委員会委員⾧賞】を受賞

した作文です。この世の中に生まれてきて必要のない「命」はあ

りません。自分の命・友達の命・生き物の命を守るため自分がど

う行動するべきか。周りの大人は常にみんなの味方です。 

「生きる」ということ 

熊本市立中学校   三年生  

「あなたたちは、ここにいるだけで価値がある。生きることをあ

きらめないで」この言葉は、先日学校で行われた「命の大切さを 

学ぶ教室」で、講師の中谷さんが言われた言葉です。中谷さん

は、十三年前、高専に通っていた娘の歩さんを、同級生に殺害さ

れた犯罪被害者の家族の方です。警察署で亡くなった事実を聞か

された帰り道、あまりの絶望感で何をどうしてよいのか分からな 

かったそうです。そんな辛い思いをされているにも関わらず、そ

の経験を全国で伝え続けられている中谷さんはとても心が強い方

だと思います。これまで周りのたくさんの人に支えられ、悩みな

がらもこの活動をされていると考えると本当に胸が痛くなりま 

した。 

僕は、いじめに遭って死を考えた経験があります。小学校三年

生のとき、毎日が憂鬱で、学校に行くのがとても辛かったです。

家でも弟とうまくいかずに、毎日を生きるのが大変で、本当にき

つく、つらく、何をすればいいのかすら何も分からなくなってし

まいました。母にそんな思いを打ち明けたのは、お風呂の中でし

た。母はシャワーを止め、湯船につかっていた僕の肩をつかみ、

泣きながら話をしてくれました。 

「生きててくれてありがとう。生まれてきてくれてありがとう」 

母が言ってくれた言葉です。僕はこの言葉に泣いてしまったこと

を覚えています。胸の痛みが消え、救われたような思いがしたか

らです。中谷さんの言葉は六年前の母の言葉を思い出させ、胸に

突き刺さり、気がついたら涙が出ていました。なぜかは僕にも 

分かりません。中谷さんの思い、母の思いを考え分かりません。

中谷さんの思い、母の思いを考えると言葉にできないほどの感情

が僕の胸に押し寄せてきました。 

母に打ち明けた後、担任の先生、いじめの相手と何度も話し合

い、仲直りをし、友達となって初めて家に遊びに行った日の思い

は今でも忘れません。生きていてよかったと心から思いました。 

今、僕は「生きる」ということは、未来を信じ続けることだと考

えています。誰でも一度や二度は「自分なんて存在していて何に

なるんだ。自分が生きている意味なんてあるのだろうか」そんな

ことを考えたことがあると思います。それでも、自分を信じて奮

い立たせ、何より生きることを諦めないことが大切だと思いま

す。中谷さんの講話を聞いて母の言葉を思い出し、改めてそう考

えました。これからも、何があってもくじけずに、自分を信じて

頑張っていきたいと思います。 

 

【 表 彰 】  

剣道部 女子 兵庫県新人大会 団体 準優勝 

      阪神新人大会  団体 優 勝   

      阪神新人大会  個人 準優勝 竹内心優 

陸上部 女子 阪神総体駅伝大会   優 勝 

剣道部 男子 阪神新人大会  団体 準優勝 

野球部    阪神新人大会     準優勝 

       市⾧旗杯       準優勝 

卓球部 女子 阪神新人大会  団体 3 位 

       阪神新人大会  個人 準優勝 砂川 凛 

税の作文コンクール 

兵庫県納税貯蓄組合総連合会会⾧賞   中植 実 

税の作文コンクール      尼崎市⾧賞  園田 蒼依 

尼崎市英語祭 スピーチ部門         ３  位  稲垣 愛 

尼崎市人権作文コンクール       入 選 町田 凛 

尼崎市人権作文コンクール       入 選 岸  愛心 

尼崎市読書感想文            入 選  岸    愛心 

尼崎市読書感想文                    入 選 和田  栞奈 

尼崎市読書感想文                    入 選 浅井さくら 

U15 Japan basketball championship Jr winter cup 出場 

                   大室 輝・岸本恵翔 

 行事予定 

12 月 3 日 (金)  生徒会選挙    10 日(金) 2 年生清掃活動 

    11 日  (土)  地域清掃活動   15 日(木) 懇談（3 年） 

17 日 （金）～22 日（水）懇談 25 日（金）終業式  

 

1 月  11 日 （火）始業式        12 日（水）給食開始 

13 日  (木)ステップアップ（１・２年） 

17 日  (金) 防災訓練          20 日(木)わくわく(1 年) 

 22 日 (土) 新入生説明会                               


